
今月の
特集～次世代を担う揖斐川町の新成人が、仲間と共に喜びと志を胸に～

平成24年 揖斐川町成人式開催
平成24年テーマ　「希望 」

　

１
月
８
日（
日
）、
平
成
24
年
揖
斐
川

町
成
人
式
が
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
２
５
６
人
で
、
そ
の
中
の

15
人
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
ま
し

た
。
９
月
か
ら
話
し
合
い
を
重
ね
、
今

年
の
成
人
式
テ
ー
マ
『
希
望
』
を
設
定

し
、
一
生
に
一
度
の
記
念
と
な
る
成
人

式
を
自
分
た
ち
で
企
画
し
ま
し
た
。

　

式
の
運
営
も
実
行
委
員
会
が
務
め
ま

し
た
。
委
員
長
の
御
田
村
佳
奈
さ
ん
か

ら
「
希
望
を
大
切
に
し
て
、
生
き
て
い

る
と
い
う
幸
せ
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
立
派
な
成
人

と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
」
と
誓
い
の

こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
の
主
張
を
行
い
、
今
後

の
夢
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
て
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
来
年
の
成
人
式
を
迎
え
る

人
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
活
躍

し
ま
し
た
。

　

記
念
写
真
撮
影
や
懇
談
会
会
場
で

は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
し
た
、
仲
間

や
恩
師
と
、
昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
現

状
の
報
告
を
し
た
り
と
会
話
を
弾
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
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《
今
回
の
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
で
す
》

委
員
長	

御み

田た

村む
ら

佳か

奈な

さ
ん
（
揖
斐
川
）

副
委
員
長	

小お

倉ぐ
ら　

広ひ
ろ

康や
す

さ
ん
（
久　

瀬
）

委　
　

員	

牧ま
き

村む
ら　

芳よ
し

希き

さ
ん
（
揖
斐
川
） 	

野の

原は
ら　

佳よ
し

希き

さ
ん
（
揖
斐
川
）

	

井い

口ぐ
ち　

滉こ
う

貴き

さ
ん
（
揖
斐
川
） 	

内な
い

藤と
う　

千ち

絵え

さ
ん
（
揖
斐
川
）

	

窪く
ぼ

田た　

真ま

以い

さ
ん
（
揖
斐
川
） 	

飯い
い

沼ぬ
ま　

莉り

央お

さ
ん
（
揖
斐
川
）

	

内う
ち

田だ　

康や
す

貴た
か

さ
ん
（
北　

和
）	

林は
や
し
　
　

香か

奈な

さ
ん
（
北　

和
）

	

神か
ん

原ば
ら　

沙さ

希き

さ
ん
（
谷　

汲
）	

長は

谷せ

川が
わ

恵え

里り

さ
ん
（
谷　

汲
）

	

小こ

寺で
ら　

孝た
か

拓ひ
ろ

さ
ん
（
春　

日
）	

小こ

寺で
ら　

剛た
け

人と

さ
ん
（
春　

日
）

	

瀧た
き

日ひ　

千ち

夏な
つ

さ
ん
（
久　

瀬
）ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
成
人
」

に
つ
い
て
の
考
え
を
話
し
、
前
向
き
に
話
し

合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
未
来
を
強
く
信

じ
て
強
く
生
き
る
願
い
を
込
め
て
『
希
望
』

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
今
年
の
成
人
式

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
、
企
画
し
て
き
ま

し
た
。
新
成
人
・
恩
師
へ
の
案
内
を
作
成
し

た
り
、
会
場
を
準
備
し
た
り
と
自
分
た
ち
で

準
備
を
整
え
ま
し
た
。
会
場
全
体
が
一
体
と

な
っ
た
「
成
人
の
主
張
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

合
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
、
大
成
功

と
な
り
ま
し
た
。
揖
斐
川
町
の
次
世
代
を
担

う
新
成
人
と
し
て
、
積
極
的
に
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
志
を
高
く
も
た
れ
、
仲
間
と
共
に
、
今
後
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。



成功させよう 2012ぎふ清流国体ぎふ清流大会“いびがわミナモ通信”
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ソフトボール競技を紹介します！
　揖斐川町では、３月18日（日）から21日（水）、ぎふ清流国体ソフトボール競技のリハーサル大会と
して、「第30回全国高等学校女子ソフトボール選抜大会」を開催します。
　そこで、揖斐川町で開催されるぎふ清流国体のソフトボール競技を紹介します。

　ソフトボールの歴史は、1900年頃のアメリカで「インドアベー
スボール」として始められたとされています。
　野球と同様に1チーム9名の選手からなる2つのチームが、攻
撃と守備を交代しながら得点を競い合うスポーツです。

投球
　ソフトボールでは投手は打者に対して、野球でいうとアンダース
ローに近い形で投球します。野球のアンダースローと違って、必ず
手と手首が体側線を通過しながら球を離さなければなりません。

ダブルベース
　ソフトボールでは、一塁でのクロスプレーが多く、時に大けがに
なることがありました。そのため、一塁ベースだけ、白色とオレン
ジ色、半分に色分けされた横長のベースを使用しています。
　打者は、投球を打ったとき、または、第3ストライクでの落球で
一塁に走り、一塁でプレーが行われるとき、打者走者は、ファウル
地域に固定のオレンジ部分を走り抜け、守備者は、フェア地域にあ
る白色の部分を使用します。

離塁アウト
　ソフトボールでは、投手の手からボールが離れるまでは、走者は
塁を離れることはできません。もし塁を離れるとその走者にはアウ
トが宣告されます。
　このため、投手の投球モーションを盗んで盗塁することはできず、
投手が投げた後に盗塁することは、バッテリーにミスがない限りな
かなか成功しません。

タイブレーカー
　試合は7イニングで行われ、7回終了時に同点の場合は、8回か
らタイブレーカーにより試合を継続します。
　タイブレーカーとは、ノーアウト、走者2塁を設定して、攻撃を
継続します。打者は前の回から引き継ぐものとし、走者は前の回の
最終打者となります。裏の回も同様に行われ勝敗がつくまで行われ
ます。

リハーサル大会の詳細は、
次回広報 3 月号をご覧ください

揖斐川町オリジナルピンバッチができました！
　みなさんに大人気のピンバッチに新しいミナモが仲間入りしました。
　現在までカヌー競技、ソフトボール競技、グランドソフトボール競技などのピン
バッチが販売されていますが、このたび揖斐川町オリジナルのピンバッチとして「谷
汲踊」のミナモピンバッチができました。
　役場１階町民ホールにて展示されており、販売もしています。皆さんもぜひお買
い求めください。１個２００円（税込）。

【お問い合せ先】　国体推進局　℡２２ー２１１１（内線１４１）

▲�腕を大きく 1回転させ、遠心力を利用して得ら
れる投球スピードは大迫力です。

▲塁間の距離は野球の約 3分の 2で、
全ての面でスピーディな試合展開が見られます。

▲�短い投球距離でのスピードボールをどう打ち返
すか、バッティングにも注目です。


